
Mrs WadmanとTobyの恋愛戦争

一－TristramShandyにおける sexualityの研究一一

石井重光

本稿1では， Tobyの MrsWadrn呂nへの求婚劇と sexualityを分析し，

Sterneがそれをどう扱い9 どのように考えたかを論じてみたい．

I Mrs Wadmanは何歳なのか？

最初に MrsWadmanの年令の問題を解決することから始めよう．それは

後にわかるように彼女の Tobyへの求愛行動を理解するうえで必要不可欠な

鍵の一つである．長い未亡人期間も高年令も，一般的に未亡人の再婚には不

利に作用する．

Tris tramは語りの中に実際の日付や，それを確定する歴史事件を配し，

Theodore Bairdが示すように，それはいくつかの錯誤を含むものの，

Sterneによって綿密に調整されている？しかし， Tristramは登場人物の年

令にはほとんど言及しない. Mrs Wadmanの年令を推定するには， 18世紀

イギリス社会の歴史人口動態学（demography）の成果が本文中の不十分な

情報を補ってくれる．

Tobyが戦傷のため兄の家の寝室に閉じ込められて4年目（1701年）のあ

る晩， TrimはShandyHallのbowlingg民間でおこなう包囲戦ゲームを描

いてみせ， Tobyの想像力に火をつける．翌日の午後， 2人はわずかな荷物

を携えて城造りを楽しむ為に密かに Sh阻 dyE品11へと出発する．しかし，

そこにはまだ家具がなく， LeF巳verが死んだ宿屋もまだなかったので，

TobyはMrsWadmanの家でベァドの提供を受けねばならなかった．その

当時の彼女は“themany bleak and dee巳rnberlynights of a seven years 
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widowhood" (441)3を過ごしていたと語られている．つまり彼女は夫と1694

年に死別している．

女性の当時の法律上の結婚年令は12歳だ、ったが，実際の結婚は階級によっ

て違った．さて Walterは， MrsWadmanが，現在住んで、いる家の“tenant

for life”（502）にすぎないと妻に教えている．しかし彼女は“hぽ owngoods 

and chattels" (441）を所有しており， MrsBridgetとの経済的に独立した未

亡人生活を可能にする寡婦財産または年金等を持っていたことは間違いな

い.Tobyが彼女の家に泊まった二晩自に，彼女は結婚契約書を“gre丘tde-

votion”（442）をもって読んでいる．これは，再婚しても夫から遺贈された

財産を失わないことを彼女は確かめたのだと考えられる？彼女は亡夫の財

産を管理してきたのだと思われる．また，“ble北且nddecemberly nights’ 

は彼女が性的奉仕と引替に財政的援助や庇護を手に入れる愛人ではなかった

ことを示している．たとえ上流階級の未亡人でも，収入の手だてがなければ，

家庭教師の仕事をするか愛人にならなければならなかった．夫の死後，彼女

が経済的に安定した生活を送ったことは疑う余地がなく，以上のことから彼

女は裕福な家庭の出身で紳士と結婚したと考えられる．

歴史人口動態学によるとエリート階級5の娘は17世紀末には平均22歳で結

婚していた？さて彼女は， Tobyと初めて会って12年ばかりの後；つまり

1713年に Tobyに恋の攻撃を仕掛けようと決心する．他方Tobyは，自身が

攻撃を受けているとも知らずに Trimを伴ない彼女の家を訪れ，“hewas i百

love" (525）と告白する？それを受けて彼女は結婚の苦労と不安，さらに出産

と育児の心痛について，

-As for children .‘ though a principal end perhaps of the institu-

tion, and the natural wish, I suppose‘ of ev巴吋 parent－～yet do not we 

all find, thεy品recertain sorrows, and v巴ryuncertain comforts? (526) 

と語る．彼女は妊娠，出産，育児の母親としてのサイクルに対して明確な嫌
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悪を表明している．彼女は妊娠と出産が危険であることを知っていて，望ま

ない妊娠を恐れたのである.18世紀の高い出生率は子供と母親の高い死亡率

によって相殺され，“Childbirthwas ten times as dangerous as venereal 

disease"9と言われている．彼女は結婚生活と子育てを分けて考えようとす

る．それは，彼女がまだ子供を生める年令であることの証拠でもある．

歴史人口動態学によれば 1750年以前には女性が最後の子供を生み終える

年令の平均は38歳であり！。閉経は40歳頃である：11713年に彼女が40歳頃で

あったと仮定すると，逆算により彼女が夫を亡くしたのは21歳頃ということ

になる．そうすると彼女は10代の後半で結婚したことになり，エリート階級

の娘の結婚平均年令よりずっと若い．しかし彼女が初めて Tobyと出会った

時（1701年， 28歳頃）の彼女の描写は，彼女の年令についての我々の推定の

正しさを支持している．彼女はその年， Tristramにより《＇apeifect uoman" 

(440）と語られる.20代終わりと30歳代初めは女性一般にとって女らしさの

頂点であった. "aρerf ect woman＇’とは，美しく，成熟し，魅力的で，あまり

に女っぽいことを意味する．若くしての結婚と短い結婚歴のおかげで，彼女

は＂aperfect初 ＇oman”として魅力を保ち，未亡人という印象を与えなかった

のである．これらのことから， 1713年， Tobyとの恋愛戦争が起きた時，

Mrs Wadmanは40歳頃であったと考えてよいであろう．さて，彼女の年令

についての検討をさらに進める前に Tobyの年令を推定しておきたい. 1718 

年WalterがTristramを得た時，彼はちょうど50歳代半ばであったと語られ

ている．よって， 17日年にはTobyはまだ50歳を越えていなかったというこ

とになる．このことは彼がMrsWadmanよりせいぜい10歳程年上であった

ということである．

Il Mrs Wadmanの再婚への熱意

TobyはMrsWadmanの年令についても，また年令の差についても何一

つ意見を述べず，彼女の年令が結婚の障害になるとは考えていない．むしろ
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結婚には釣り合っている年令である.Tobyのように，紳士階級の次男以下

で結婚しない男性は多く， 50歳を過ぎても独身のままのエリート男性の割合

は18世紀初頭で21パーセントもあった子しかし教会やモラリストは，長い

又は一生にわたる独身生活には賛成せず，年をとってから結婚することもイ

ギリスでは珍しくなかった．だから Tobyにとって， MrsWadmanとの結

婚は望ましいものであり，彼にとって彼女の年令は決して問題でない．年を

意識しなければいけないのは彼女の方である．

未亡人と未婚婦人（spinster）の違いの一つは，両者の自由の程度の差であ

る．未亡人は未婚婦人よりず、っと大人であると認められ，寛容な態度で迎え

られた．未亡人は生活に対する制限がずっと少なく，恋愛に対する障害はな

く，再婚の自由もあった．しかし，未亡人が再婚するのは易しくはなかった．

再婚自体は一般的であったが，それは出産時に妻を亡くし，残された子供を

育て家庭を守るために，寡夫が再婚するものであった. Mrs Wadmanは

Tobyに最初に会った時28歳頃であり，それは再婚の大きな機会であった，

しかしその時， Tobyは包囲戦ゲームに心を奪われていた．彼女にはスピー

ドが肝要で、あった．未亡人の再婚の機会は年と共に急激に減っていく．彼女

はTobyと再婚するために真剣でなければならない．彼女は包囲戦に心を奪

われている Tobyの気を引くため魅惑術を必要とする．指の“skirmishingラ

(448）があった Bouchainの地図について， Tristramは叔父への思いを込め

て語っている．このことから， MarlboroughがBouchain包囲戦に勝利した

1711年8月頃に，彼女の指による誘惑は始まったと考えられる．しかし，彼

はこの誘惑にはかからなかった．それは“hisC巴ntre"(448），つまり心には

何の効果も及ぼさない．彼を驚かせたのは肉体的接触だけであり，彼の口を

ついて出た言葉は“Theduce take itl”（448）である. 1713年， thetreaty oJ 

Utrechtにより包囲戦ゲームの機会がなくなった時，彼女に最後の機会が

巡ってくる．彼女は， Tobyの掛けているベンチの隅に体を押し込んで日に

入った砂か塵を探してくれるように頼む.Tristramは彼女の目の魅惑的な
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力をイ云統的な表現を使ヮて措いているが 彼女の意識的な眼差しはうまく彼

の心を掴み，慢の受けた傷は， ・not a skin-deep・＼＼一ound but that it had 

gone to his heart‘（468）であった E

被女の魅惑1桁は彼女の好色を証明する材料を提供Lてきた． しかし，性的

言葉遊ぴ＼性的灰めかしに満ちた Tri1tramShunαlyを読む時，不注意に

Sternε の導きにf追うと，読者は作者が仕掛けた淫らな畏に捧まってしまう．

なるほど彼女の魅惑術のうわべには行儀本（conductbook）の伝統的な主題

である上品さもつワましさも見いだせない しかし，＇＼ frsWadmanは自由

tこ恋をする機会を持っており。！生に無知であるふりを装ってはいない．行儀

本や文芸の伝統は上流社会の女性に高潔‘貞節そして従順であることを説き

続けてきた．その一方で，説教や手引書では Q モラリストや説教締が若い女

性に良き夫を得るための魅惑術を勧めていた E 結婚相手を選ぶ自由章、志が18

世紀になって次第；こ社会に受け入れられるようになると，魅惑術は女性に

とってず、ヮと重要；こなヮてくる．ましてや未亡人の ~Irs Wadmanにとって

はなおさらである． ところで彼女は魅惑術の必要性を認識してはいたが，

P昌melaとは違って自分のセックスーアピールを意識してはいない．重要な

点i丸投女がもはや若くはなくラ時間が残されていなかったということであ

る．長い未亡人期間は読者のなかに彼女の好色なイメージを作り上げる要素

にはなるが， Tristr、amShandyの登場人物は誰ひとり彼女を好色だ、と考えて

はいない．好色のラベルを貼られるべきは読者の心性なのである．

-And possibly, gentle reader‘with such呂同mptation so wouldst 

thou: For never did thy eves behold、orthv concupiscence covet any 

thing in this world. more concup1scible th丘nwidow R~必lman. (375) 

とTristramlま微妙な言い回しで語る. ¥frs Wadman法性的に覆極的なので

はなく 9 再婚に積極的なのである＠
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田 Mrs Wadmanの真剣

Mrs Wadmanの長い未亡人期間は読者に女性の sexualityについての伝統

的な概念を呼び起こす. 18世紀では，女性の一生は娘，妻，未亡人の3期に

分けて説明され，未亡人時代は“themost wretched stage of a woman’s 

life”13だと性格づけられていた．彼女が夫と死別したのは21歳頃であったが，

一般的に若い未亡人の強い性欲は新しい関係によって満たされることを望ん

でいると考えられた．彼女の夫婦生活は，“［her]first husband was all his 

time afflicted with a Sciatica" (528）なので，無に等しかったといえる．

Tristramが言及する有名な性の手引書 Aristotle'sMasterpieceでは，未亡人は

顔色が緑や赤茶けた色になり，快楽の習慣を静めなければいけないのに，そ

の情欲を容易く静めることができないと言われている戸

未亡人ということで MrsWadman は好色と結び、付けられてしまうが，こ

こで18世紀のイギリスにおける sexualityについての考え方を概観してみた

い.18世紀は性の悦びの新しい時代であるという見解と，それとは全く逆の，

性は女性にとって依然として義務であり悦ぴではないという見解がある．

Sterneは女性の s四 ualityと男性の不能を強調する傾向があるので，私達は

両方の見解に等しく心を配るのが有益である．

Tristramが MrsWadmanを＂aperfect woman”と言う時，彼女は“a

daughter of Ev♂（440）と描写される.Eveはキリスト教文化の中では堕落

した天性の象徴であり，その Eveの直系である女性は理性に欠け性的に貧

欲であると考えられてきた．肉欲の罪という表現により目玉江ralitvは罪であ

ると考えられ，女性はすぐさま性と反抗に動機づけられると思われた．よっ

て，伝統的な Eveのイメージと本文中の＂ adaughter of Evぷと＂aperfect 

woman＂の並置は， MrsWadmanに淫乱と娼婦のイメージを与える."It is 

good for a man not to touch a woman.”15と語ったのは StPaulであった．

男性は伝統的に女性を淫らな欲望の火山とみなし，男性とは違って性欲を抑
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えられないと考えた．

古代ギリシャの医学書の中に，“hysteria”という言葉で，性的没交渉と不

順な s巴xualityとの関係についての記述がみられる．当時， Globushysterzcus 

は性関係から引き離された熟女の権る病気だと考えられた.B. C. 4世紀に，

PlatoはTimaeusの中で子宮を女性の sexualityの源であると考え，欲望を

抑えられない好色な動物に例えている．子宮が女性の体内にいる動物である

という考えはやがて否定されたが，性欲と不順な sexualityの連想、は発展し

続けた． 2世紀に， Galenof Pergamonは男性の精液の供給停止が女性の

体と神経に影響を与える原因となることを強調した．性行為と不順な sex-

ualityは肉体的現象として捉えられ，彼の理論はその後長く影響を及ほし続

けることになる．ルネサンスの三大医学者の一人であり， Walterが鼻に関

するその著作を精読したAmbroisPareですら，依然としてギリシャ時代と

Galenの考え方をおおむね信じていた．“Omneaminal ex ovo.”と言った

William Harveyも古い子宮論を信じていた一人である． しかしその理論は，

不順なs巴XU丘lityは脳の働きによるという新しい科学的な理論にとって代わ

られ， 17, 18世紀の医学は古典的な理論を否定する. Tristramが多くの知

識を集めた TheAnatomy of Melancholyにおいて， RobertBurtonは，女性の

不順な sexualityが心因的なものであることを示すが，以下のようにも論じ

る．

the best品ndsurest remedy of all is to se巴 themwell plac巳d,& 

married to good husbands in due time . and this ready carιto give 

th巳mcontent to their desires.16 

このことは不順な女性の sexualityと性的没交渉が依然として一般人の心の

中で強く結ぴついていることを示しているr大陸では18世紀前半に， hys句

teriaはlibidoに起因するという新しい考ムつまり新しくなった Galenの

理論が紹介さねている．
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Mrs WadmanはMrsBridgetにTobyの傷の性質を探るように頼み，彼

女自身は］am es Drake, Thomas Warton; 7 Reiner de Graafの医学書を熟読

し， DrSlopに傷の最新の状態を二度も尋ねている．また彼女は Toby本人

に頻繁に“tenderenquiri白”（535）をしている．彼女の情報収集活動の中で，

鼠腹部への関心を絵画的に描いている Namurの地図のエピソードを読むと，

読者は彼女の関心はTobyの性的能力に他ならないと確信し，その結果妊娠

を嫌っていた彼女は性の悦びを求めたのだと考えがちである．

読者が考える彼女のそのような態度は，キリスト教の正統的態度から強く

否定されてきた.St Augustineは情欲を媒介にして原罪と sexualityを結び

付け，性交を生殖の手段としてのみ認め，性の快楽を悪魔的として激しく非

難した．しかし他方俗社会では，妊娠は女性が悦びを感じないかぎり成立し

ないと信じられていた．そして18世紀，新しい医学は肉体的悦びを妊娠から

解き放ち，女性の肉体の悦びは医学的に好ましく道徳的に理に叶っていると

考えた．性の手引書は女性の性欲の強さを論じ，女性は積極的に肉体の悦び

を求めるのだと主張するようになり，性の快楽自体が様々な人によって自由

に論じられた. Tom JonesのLadyBellastonのように，上流の女性が性の

悦びに耽っても，広く行き渡った開放的な sexualityのおかげで名誉を損な

うことはなかった．

思想界では性に対して啓蒙的，非啓蒙的な考え方があった．例えば後者は，

Adam Smith, Sterneの最も重要なフランスの友人の DenisDiderot, 

St巴rneがパリでEmileの初版を買ったRousseauであり，貞節という伝統的

な価値を賞賛した．“Whatwould take place of this negative instinct in 

women, if you rob them of their modestry子”18とRousseauはEmileの中で

語る．他方 Schill哩r,Held引をはじめとする自由主義者は，原罪の教義つ

まり肉体の堕落という概念を拒絶し，人間性を感覚で捉えたままに理解しよ

うとする．彼らは魂の喜びだけでなく肉体の悦ぴも評価する．啓蒙時代の後

期には， E巳lvetius,St Simon, Fourierなどの思想家が性の悦びは人生の
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指針であるとすら主張した．

さて愛妾を囲うことは上流階級の男子の間では普通のことであり，その結

果庶子は珍しいものではなかった．彼らは正餐後の伝統的な segregationで

女性を交えず制限のない会話を楽しむことができた．中流，下層階級では，

男女を問わず濃軍基な会話が広く聞かれた. Swiftは“TheJournal of a Mod-

ern Lady，，で女性の淫らな会話を皮肉っている．ローティーンの女の子でさ

えもポルノを読んでいたザポルノは17世紀の中頃大陸で生まれ，すぐにイ

ギリスに伝わり様々な形で出版された．例えば，姦通裁判の報告書，医学や

性の手引書，エロ雑誌である．政府も増え続ける狼襲文書を取り締まること

はできなかった．新聞や雑誌には多くの性病薬の広告が見られ，街には下層

階級向けと上流階級向けの娼婦宿ができ， 1畏裂なショーをみせる秘密クラブ

も現われ， Shotgunmarriageが教会でしばしば見られた，等々．このよう

なことから， 18世紀社会の性に対する寛大さは甘く，制限がなかったと思わ

れてきた．しかし，この性文化の中心にいるのは男性であり，全ては男性に

都合の良いように作られていることを知らねばならない．

論者は，性の悦びゃ自身の sexualityを記録した18世紀の女性の日記や書

信類を寡聞にして知らないし，また， Blu巳stockingsの誰一人として，それ

について制約も偏見もない意見を述べたことはない. 18世紀のポルノの繁栄

は男性支配の性文化の顕著な表徴であり，その特徴は女性がたいてい主役で

男の性欲を刺激することである．愛は性の中で重要視されるようになってく

るが， f生は決してロマンティックなものではなく，特に夫婦生活においては

依然としてしばしば野蛮であった．それは妻にとって結婚上の義務であり，

夫が妻を求める時はほとんど拒めなかった．性は両性において悦びであると

いう当時の仮説は，女性の性液が男性の精液と同じ種類のものであるという

迷信の上に作られている．女性は肉体の悦びを感じると信じられていたが，

悦びの権利を持つとは考えられていなかった. 18世紀は“thedawning of呂

田 wera of sensual enjoyment”20であるという考えに AngusMcLarenは大
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きな疑問を投げかけているが， 18世紀は「男性」の官能的な悦びの新時代の

夜明けであると言うべきだろう．ここに私達は，読者にかけられた Sterne

の毘に気づかねばならない.Mrs Wadmanは成熟した女性であったが，所

謂経験を積んだ女性ではない．彼女が好色な女性として快楽を求めていると

いう観念やイメージを捨てなければいけない.Tristramの以下の言葉：

It was just as natural for Mrs Wadman, whose first husband was all 

his time afflicted with a Sciatica, to wish to know how far from the 

hip to the groin (528) 

は，結婚における普通の結ぴつきを求めたいという彼女の希望であると理解

される．このようなわけで， MrsWadmanはTobyとの再婚に積極的であり，

普通の結婚生活を送りたいと真剣に願っている女性と言えるであろう．

N Tobyのsexualityと幼児性

Dr Slopに対する MrsShandyの強い嫌悪に関する Wal日rとTobyの会

話は， Tobyの女性についの全くの無知の話題に発展する．

-To think, said my father, of a man living to your age, broth民 and

knowing so little about women！一一Iknow nothing at all about them, -

replied my uncle To砂ー‘←M旦thinks,brother, replied my father, you 

might, at least, know so much as the right巳ndof a woman from the 

wrong. 

一一一－ Right end, -quoth my uncle Toby, muttering the two 

words low to himshlf町. - Right end of a woman I I d巳clare,quoth 

my uncle, I know no more which it is ..一－ and if I was to think, 

continued my uncle Toby, (keeping his ey巳 stillfix’d upon the bad 

joint) this month together, I am sure I should not be able to find it 
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out. (82-3) 

Tobyは女性の表と裏，つまり性器の具体的イメージを捉えることができな

い．性は想像的なものであると同時に経験的なものであり，経験がなければ

理解することはできない．“thismonth together, I am sure I should not be 

able to find it out”というのは， Tobyの童貞の告白に他ならない．

TristramはTobyとMrsWadmanの交際を説明する時， passionという

言葉を二度使う．最初の用例は彼女が哨兵詰所でTobyを誘惑する時の描写

に見られる．彼女が図面を少し引き寄せるだけで＼“myuncle Toby’s pas-

sions were sure to catch fire”（447）だと使われる．もう一つの用例は肉体

と魂の関係の Tobyの思い違いの説明の中に見られる．お尻とその皮膚の間

に染み込む景液を“apart of the passion”（468）と思い込んでしまったと

使っている．最初の用例は包囲戦に向けられる関心の意味であり，二つ目は

恋愛感情の遊りのことである.Tristramは， Tobyの場合には凹ssionとい

う言葉を性欲の意味には使っていない．

Walt引は Tobyが性欲を感じることもあると考えている．彼は仕立屋に

Tobyの新しいズボンを“acamphorated cerecloth”（374）で作るように注文

する．また彼は MrsWadman攻略に向かう Tobyに宛てた手紙の中で、性

欲を増進する獣や烏の肉を食べずに，それを抑える野菜類をとるように忠告

する．しかし実際はその逆である. Mrs Wadmanの指と足による誘惑の聞

でさえ Tobyは生理的興奮をおぼえない. Trimは，思わず性欲を感じたあ

るBeguine派修道尼との刺激的な肉体接触経験を具体的に説明するが，

Tobyの反応は，“ And then, thou clapped'st it to thy lips, Trim .. and 

madest a speech. ”（464）である．彼は修道尼のマッサージでTrimの性欲が

かき立てられたことが理解できない．経験無くしては，経験によってのみ得

られる感覚を理解することはできない．

TristramはTobyが水しか飲まぬ男であればと考える．彼の説明による
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と，水は人の理性を失わせ体内の各部分を活性化させ，性感覚を刺激する．

Tris tramは， Tobyが医者の忠告を受けて“quietnesssake" (439）の為に水

を飲んだ程度だと語る.Tobyが性欲を持ったというのは極めて疑わしく，

彼は性における個人的なそして複雑な成長を経験したことがなく，性的に未

熟であり，しかも性的成熟を拒否しているように思える．

Tobyの人生と関心の大部分は軍務と戦争ゲームに占められている．学校

時代，軍隊の太鼓を聞けば彼の心臓は高鳴らずにはおれず，戦記類に夢中に

なった．その後，大地主の次男の例にもれず軍隊で将校の株を買ったのであ

る．彼は Namurの包囲戦で鼠践部に重傷を負い 彼の従卒TrimはLandεn

の戦闘で膝に負傷し，その為二人は軍務にっけなくなる.WalterとYorick

を前にしての戦争の弁明において， Tobyは戦争の残酷さを語り，その悲惨

さを考えているが，戦争とその悲惨は彼の心の中で必ずしも結びつかない．

さらに彼が名誉と自由のために戦うのだと動機を語る時，戦争の最も残忍な

側面は彼の心から消えてしまい，自身を“thegood and quiet of the world" 

(497）の守護者として劇化してしまう．戦争の正当化に心を奪われる時，戦

争そのものが悲劇であることを考えることができず，彼の戦争の弁明は戦争

の正当化になってしまう．

Tobyは，この弁明を戦争ゲームに耽ることへの弁明にもあてはめる．包

囲戦に彼が見いだす楽しみは“thegr回 tends of our er回 tion”（370)21に応

えているのだと言う.Helene Moglenの言うように， Tobyはゲームとその

目的をj昆同しているデ実際の戦争とゲームの区別は彼の心の中で消えてし

まい，戦場における戦闘の知識は bowlinggreenでの戦闘の知識と同じだと

Tobyは言う．実際と見せかけの区別の消失は子供のご、っこ遊びの特徴であ

り，彼の戦争ゲームは子供のご、っこ遊びと同じ性質のものである．彼がそれ

を心から楽しんでいるという事実は Trimがトルコパイプから作った模型

の大砲のエピソードに見られる．大砲によだれを催すTobyは大切な玩具を

手にした子供であり，子供がそれを独り占めしようとするように Tobyも大



Mrs WadmanとTobyの恋愛戦争 47 

砲を持って哨兵詰所に入ってしまう．彼の戦争理解は，その残酷さを体験し

たにもかかわらず不完全であり，戦争ゲームに夢中になる姿は全くの子供で

ある. Tobyの性的未熟とこの幼児性から，彼は成熟した MrsWadmanと

は違い未熟な男性であると言える．

V Tobyの真筆さ

Tris tramは“Ofall mortal, and immortal men too . my uncle Toby 

was the worst fitted”（437）と Tobyの恋愛への不向きを強調するヂしかし

その一方でTristramは，

.. with regard to my uncle Toby’s fitness for the marriage state、

nothing w品sever better: sh巳［N品tu日］ had formed him of th尽 bestand 

kindliest clay .. (517) 

とも強調する．恋に対する不向きと結婚に最適で、あるという状態は，恋を楽

しむことはできるが再婚の機会はほぼないという MrsWadmanのそれと補

完的関係にある． しかし，彼女は結婚に伴う性的な面を考えるが，彼は性の

肉体的な面を理解できずに拒否しており，補完し合うどころか，二人には大

きな隔たりがある．

Trimと修道尼の恋物語に対する Tobyの反応は，彼の恋についての子供っ

ぽい，又は全くの無知を示す.Trimは恋が激しい痛みの中で起こったと説

明する．“Ithought love had been a joyous thing" (460）と Tobyは告白する

が9 恋愛経験がないのでTrimの説明に異議を唱えられない． 3週間も修道

尼と一緒に過ごしても恋を感じなかったと Trimが言う時， Tobyは“That

was very odd, Trim" (461）と初めて反問するが，“Itnever did”（462）とい

うTrimの経験に基づく説明は Tobyを黙らせてしまう.Mrs Wadman攻略

のために2人の間で，
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I wish I may but manage it right; said my uncle Toby. 

A woman is quite a different thing-said the corporal 

-I suppose so, quoth my uncle Toby. (470) 

という会話が繰り広げられる. Tobyができることは，恋の先輩である

Trimの言葉に従順に従うことである．しかし，彼がTrimの意見を受け入

れても，その意味を本当に理解できるかどうかが問題である．以下の二人の

やりとりの中で， TobyはNamurの地図のエピソードの時と同じ誤解を繰

り返す：

I blush'd when I saw how whit巳 ahand she had-I shall neverう an

please your honour, behold another hand so white whilst I hve一

Not in that place: said my uncle Toby 

Though it was the most serious despair in nature to the corporal-

he could not forbear smiling. (463) 

彼の目は，百姓には似つかわしくない若い修道尼の美しい真白な手だけに向

けられ，その手を見て顔を赤らめる Trimを見てはいない．彼は恋が肉体的

感覚を伴うということを理解できない．彼にとって，求愛は性的基盤を持た

ない単に精神的なものにすぎない．

Mrs WadmanはTobyとの話し合いの中で子供が親に与える悲しみと心

痛について意見を述べる．それに対する Tobyの素朴で、極めて悲現実的な返

事の為に彼女は呆れ返る：

I declare, said my uncle Toby, smit with pity, I know of non巴； unless

it be the pl巴且surewhich it has pleased God-

A fiddlestick' quoth she. (526) 

彼にとって子供を得ることのマイナス面など問題外なのであり，それは神を
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喜ばせることに他ならない．生殖という地上的な問題は彼の心の中で直接に

天上の喜びに結びつき，生殖という極めて肉体的な問題は精神感情に純化さ

れるのである．

彼の結婚の喜びに対する考えは極めて精神的である為，鼠援部に受けた傷

について事細かに尋ねる MrsWadmanの意図を彼は理解できない．その結

果彼は，彼女の質問の内に“thecompassionate turn and singular humanity 

of h釘 charact巳r”（535）を見てしまい，それを彼女の最高の美徳として賛美

する．彼がMrsWadmanに求めるものは高尚な個人相互の関係で、あり，精

神的な結婚相手を求めているのである．

Walterは妻に“onεofhis second beds of justice" (378）の中で， Tobyが

結婚すると，

-Then he will n巴V巳r be油leto lie diagonalかinhis bed again 

as long as he lives. (378) 

と話す. Mrs Shanyは夫の言葉の意味がわからず，理解しようともしない．

Tobyもその意味を理解することはできないだ、ろう．ベッドは結婚の紳の象

徴に他ならない．私達は彼の心の中に性に基盤を置く夫婦生活という概念を

見いだすことはできない．だから，結婚が必然的に生みだす性の現実の問題

に彼が直面する時，彼は MrsWadmanに対する包囲網を解いて白分の精神

内に撤収せざるを得ない．傷に関する MrsWadmanの質問の性的な日的を

Trimが明らかにする時，彼の即座のそして穏やかな反応は精神的，連帯的

結婚の理想、における彼の失望の深さを示している．

My uncle Toby g丘vea long whistle -but in且 notewhich could 

scarce be heard across the table 

My uncle Toby laid down his pipe且sg巴ntlyupon the fender‘as if 

it had b問 nspun from the unravellings of a spider’S web-(536) 
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その後，彼はもう二度と女性のことは考えまいと決心する．彼は自己の精神

世界に閉じ龍り，二度と性に基づく世界には打って出ょうとせず＼自分の純

粋に理想化された sexualityに誠実であったと言える．

百結論

Tobyの唯一の過ちは，余りにも簡単に MrsWadmanと結婚しようと決

心したことである．彼は結婚の話題が理解を越えていると分かった時，以下

のように応待する．

he laid his. hand upon his heart, and made an offer to take them as 

they [th巳pains-or pleasures of matrimony] wereぅ乱ndshare them along 

with her. (527) 

ここで彼は結婚が課すあらゆる問題をウェデイングベルが解決し，彼女は自

分と同じ世界に住み，同じ理想、を分かちあうと思い込む．この過ちは肉体の

世界の現実を拒否する彼が，現実と理想、を混同する時におきる．

Mrs Wadmanは肉体の世界に信を置き，他方 Tobyは精神世界に信を置

し私達は2人の聞に共通の基盤を見いだすことはできない．性における心

と体の問題は，神学，哲学，道徳の重要な問題の一つであり， Sterneはそ

れを取り上げ， TobyとMrsWadmanの関係に織り込んだのである．彼は

二人に決して両立することのない性質を与え，夫々の Sほ ualityの理想、を求

めさせることにより，できるかぎり二人を離れ離れにさせようとする．死に

臨んで、， SterneはMrsDaniel Drap巴r(Eliza）に何通かの興味深い手紙を書

いている．彼はその時結核のために死ぬ間際であったが，燃え立つ心は情熱

的で次のように書き綴る．

-Not Swift so loved his StellaうScarronhis Main tenon or Waller his 

SacharissaぅasI will love, and sing thee. my wife elect'24 
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sitting most dej巳ctedlyat the Table with my Eliza’S Picture be-

fore m巳一－sympathizing& soothing me-0 my Braminel my Friend' 

my <futu日明Tifel)Help-matel25 

しかし私達は，彼の情熱が彼の肉体とは無縁のものであることを知っている．

医者が性病であると診断を下した“theworst part”26の痛みに苦しみながら

Sterne は，

’tis impossible.呂t[sic] leぉtto be that for I have had no com 

merce whatever with the Sex--not even with my wife thes巳 15

y 27 ears. 

と記している. Tobyは晩年の彼の似姿のように思われる．彼は自身の決し

て幸福とはいえない結婚生活からその難しさと，そして性における心と体の

調和の取れた関係の難しさをもよく知っていたに違いない. TobyとMrs

Wadmanのsexualityの全く正反対の衝動は，シャンデイ流の皮肉の一つで

あり，読者の sexualityと共感に対する Sterneの挑戦であるといえよう．
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